
スタッフレター

 2009年4月27日 第１号

ワークショップスタッフの皆様へ
　みなさんこんにちは。 NPO学習環境デザイン工房のこば＆なおみんです。 ４月１２日の赤青アニメ
ワークショップ、お疲れさまでした。笑顔がたくさんある、楽しいワークショップでしたね！そして、
コーディネータ、ファシリテータとしても、学びの多いワークショップになったと思っています。みなさ
ん、お忙しい中、参加していただき、本当にありがとうございました。

　さて、まだまだ試行錯誤中の私たちですが、これからも、このチームで、より学びのあるワークショッ
プにしていきたいと考えています。今回のワークショップを通して感じたことの１つに、スタッフ間での
情報交換の必要性がありました。そこで、ワークショップの準備の進行状況や、考えを知ってもらえた
ら、そして皆さんからもご意見をいただけたら、より良いワークショップになる！と思い、スタッフレ
ターを送ることにしました。先生に言われたからじゃありませんよ？本当にそう感じたので、作ってみま
した。あと、「こんなこと載せたら良いんじゃない？」などなどありましたら、言ってくださいね。
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10:00　会場準備・スタッフ打ち合わせ
13:00　ワークショップスタート
　　　　アイスブレイク：人間イスの輪
　　　　チーム分け：ビタハピ
13:30　赤青アニメってなに？
    　　  作ってみよう
14:50　模造紙に１つの世界を作ろう
15:10　発表会
15:45　終了
　　　　



ぺんぺん　　　　　　
　　　　　　　　　　　　１枚の絵にする時に、今まで
　　　　　　　　　　　　作った絵を貼っていき、「関連
　　　　　　　　　　　　させる」のが難しかった。子ど
　　　　　　　　　　　　も同士、人を見て気づくという
　　　　　　　　　　　　ことが多かった！

ちむ
　　　　　　　　　　　　グループの中に、赤青の仕組み
　　　　　　　　　　　　が分っている子と分かっていな　
　　　　　　　　　　　　い子がいた。でも、グループに
　　　　　　　　　　　　なっていって、少しずつ描ける
　　　　　　　　　　　　ようになった！

さっか
　　　　　　　　　　　　　描けない子がいて、一緒に描
　　　　　　　　　　　　　いたら描くかなと思ったけ
　　　　　　　　　　　　　ど、なかなか難しかった。絵
　　　　　　　　　　　　　があんまり描けない子がい
　　　　　　　　　　　　　た。赤青の難しさもあるのか
な。グループに残された子は、周りから見ると、寂しそう
だった。何でグループでやるんだろう。笑顔がたくさん
あって良かった。

まき
　　　　　　　　　　　　　　女の子と男の子の間に
　　　　　　　　　　　　　　ギャップがあった。男の子
　　　　　　　　　　　　　　の考えを引き出してあげれ
　　　　　　　　　　　　　　ば良かった。作品は、タイ
　　　　　　　　　　　　　　トル（世界）を決めてか
　　　　　　　　　　　　　　ら、模造紙を描き始めた。
学校と動物園をつなぐことができて良かった。

おっきー
　　　　　　　　　　　　１人他の子とグループを作って
　　　　　　　　　　　　しまい、焦った。赤青が上手く
　　　　　　　　　　　　理解できなかったことで、進ま
　　　　　　　　　　　　ない部分があったけど、徐々に
　　　　　　　　　　　　理解していってくれて良かっ
　　　　　　　　　　　　た！

なおみん
　　　　　　　　　　　　　創作に夢中になって時間が足
　　　　　　　　　　　　　りない！ってのが良かった。
　　　　　　　　　　　　　ストーリー性のある作品が多
　　　　　　　　　　　　　くておもしろかったし、ねら
　　　　　　　　　　　　　ていたところが上手くいった
と思う。模造紙も全部埋まらないだろうなと思ったけどた
くさん描けていた。強引に引っ張っていく部分が多かった
かな。今日は子ども対して、遠慮せずに接することができ
て良かった。

ともちゃん
　　　　　　　　　　　　　子どもの話についていけなく
　　　　　　　　　　　　　て、残念だった。２人の合作
　　　　　　　　　　　　　を作ってほしかった。 赤青
　　　　　　　　　　　　　のおもしろさ、伝わってた
　　　　　　　　　　　　　な？ 「協同」的な風景も
　　　　　　　　　　　　　あった！

えみごん
　　　　　　　　　　　　　　グループの子が「こっちの
　　　　　　　　　　　　　　グループが良い」って言っ
　　　　　　　　　　　　　　たので焦った。残された子
　　　　　　　　　　　　　　が寂しそうだった。子ども
　　　　　　　　　　　　　　が点字を書いていて、その
　　　　　　　　　　　　　　作品に対する集中力がすご
　　　　　　　　　　　　　　かった。

こば
　　　　　　　　　　　　　　創作に没頭できて良かっ

　　　　　　　　　　　　　　た。前半に時間かけすぎ

　　　　　　　　　　　　　　た。スケジュールをずらす

　　　　　　　　　　　　　　ということの意味が分かっ

　　　　　　　　　　　　　　た。WSを変えていってた

　　　　　　　　　　　　　　という実感があった！

じゃんぼ
　　　　　　　　　　　　　　自分の世界に入る子は結構

　　　　　　　　　　　　　　いて、ずっとそこにいられ

　　　　　　　　　　　　　　るわけではなかったので、

　　　　　　　　　　　　　　どういう対応すればよいの

かなって。でも自由にやらせてあげるのが良いのかな。

リフレクションから
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　　　　　　　　　　　　　赤青の機能の意味付けを子どもたちにまかせたのは、WS的。学校には、これを理解さ
　　　　　　　　　　　　　せなきゃならないっていうノルマがある。これは良いけどここまでやったら怒られると
　　　　　　　　　　　　　いうラインがあったのは良かった。協同はやりにくい。だからこそやるんだ。世界観を
　　　　　　　　　　　　　共有しておもしろいというのは、日本人が昔から持っていたもの。機材などの準備不
　　　　　　　　　　　　　足。　　　　　　　　　　　　　　　
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　　　　　　　　　　　赤から青へという赤青アニメの方が、ストーリーがあっておもしろかった。それぞれの
　　　　　　　　　　　　　物語りをパッチワーク的に貼っていくのではなく、２コマの先をどんどん考えていくの
　　　　　　　　　　　　　もおもしろいのではないか。１つの世界を作るってことで、切れてしまったのではない
　　　　　　　　　　　　　だろうか。
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①なめらかにすすむ（すぐに分かる子と、すぐには分からない子の誤差を意識する）
②個人→集団への意味（集団でやることはいや。なぜ集団でやるのかという意味付けをする）
③一番学び手よりの教え手と、一番教え手よりの学び手（学び手と教え手の親和性を高く）
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・スタッフになろうWSの時は、「伝えたいのは赤青の楽しさよりも、協同の楽しさ」と考えた。
　鏡と影WSでは自由にやることを求めてきた。
　でも今回は前半で赤青を理解→後半で赤青を楽しむという流れであった。前半の赤青の仕組みを伝えると
　いう場面では、少し強引ながら、全員に赤青の仕組みを分かってもらい、後半では「自由に」、「自分の
　世界を作って」、「枠を超えて」、「世界観を共有する」ことができたと思う。
・「あ、この作品良いね、誰が描いたの？」って言った時に、スタッフの描いた作品だと、「あ、それ
　私・・・」ってなりがちだけど、浅川さんは「良いでしょーこれも見てくださいよー」って。それは浅川
　さんの良いところだな。
・赤青を理解していない子に対して、もう少し引っ張ってあげた方が、最後、楽しめたかも。
・今回は「これ、動いてないじゃん」とか、遠慮せずに言えた。
・カメラとそれを撮る人という、子どもの作品から、次の展開へ持っていけたのは良かった。
・ファシは子どもと子どもをつなぐ役割。でも「じゃぁ二人で話し合ってみて」と言うのが、つないでいる
　ということになるだろうか。一人の子に話しかけて、それをもう一人が聞いていたり、そういうつなぎ方
　もあるのでは。

こば＆なおみんリフレクションから
私たちが今回のWSで気づいたこと、考えたことです。本当にこれが良いのかなんて分からない
けど、いろいろ試行錯誤して、探していこうと思います。私たちは、色々なファシの人がいてこ
そ、おもしろいWSになる！と思っています。だから、これが良いファシ、これは悪いファシな
んてないと思っています。自分の良さを見失わずに、これからも成長していけたら良いなと思っ
ています。

次回は５月10日（日）連休明けです。「体でアニメワークショップ」です。クレイタウンというソフトを使っ
て、体で、コマ送りのアニメを作ります。また、リハの日程や、いろいろなことが決まったら、スタッフレター
も出したいな。と思っています。きっとね。次回からも頑張っていきましょう。よろしくお願いします。　
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